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平
成
二
十
六
年
新
春
講
演
会
、
新
年
互
礼
会
が
一
月

十
八
日
（
土
）
に
参
加
者
百
五
十
五
名
と
過
去
最
高
の

出
席
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

世
の
中
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
言
わ
れ
る
経
済
活
発
化

で
浮
か
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
に
は
ま
だ
ま
だ
の
兆
し

で
今
し
ば
ら
く
か
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
そ
こ

を
振
り
払
う
よ
う
に
、
超
満
員
の
会
員
の
方
々
の
出
席

で
恒
例
の
新
春
講
演
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。

総
務
委
員
会
の
名
司

会
者
、
坂
戸
理
事
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
第
二
十

次
南
極
地
域
観
測
隊
で

越
冬
隊
員
の
森
川
武
先

生
の
一
九
七
八
年
か
ら

一
年
間
の
越
冬
隊
員
の

経
験
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
を
駆
使
し
て
ス
ラ
イ

ド
や
動
画
を
交
え
て
講

演
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
演
題
は
「
南
極
の

自
然
と
昭
和
基
地
」
参

加
者
の
方
は
初
め
て
の

南
極
の
話
に
驚
き
、
溜

息
だ
け
で
、
静
か
に
拝

総
務
委
員
会
報
告
　
　	

	
	

	
	

	
	

　
　
　
総
務
委
員
会
委
員
長
　
大
前 

清
治

聴
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
い
お
話
を
聞
け
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
時
間
の
経
つ
の
も
早
く
あ
っ
と

い
う
間
の
一
時
間
で
し
た
。
森
川
武
先
生
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。第

一
部
の
講
演
会

に
続
き
、
第
二
部
の

新
年
互
礼
会
に
移
り

会
場
は
楽
し
い
宴
会

場
に
早
変
わ
り
し
ま

し
た
。

豪
華
な
御
馳
走
を

前
に
大
下
会
長
の
挨

拶
で
始
ま
り
、
入
会

十
年
毎
の
節
目
の
永

年
会
員
の
表
彰
が
あ

り
、
木
戸
副
会
長
の

乾
杯
で
始
ま
り
ま
し

た
。

百
五
十
五
名
の
会
員
の
楽
し
い
宴
で
し
た
。

宴
も
酣
、
楽
し
い
パ
ー
テ
ィ
ー
も
名
残
り
惜
し
く
、
髙

地
副
会
長
の
中
締
め
で
終
宴
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
と
商
工
会
職
員
の
健
康
と
ご

活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

記
事
　
総
務
副
委
員
長
　
丸
山
　 

修
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天
気
が
良
か
っ
た
ら
、
施
設
の
構
造

物
や
周
り
の
き
れ
い
な
景
色
等
も
見
る

事
が
出
来
ま
し
た
が
、
吹
雪
で
見
渡
す

事
が
出
来
な
か
っ
た
事
が
と
て
も
残
念

で
し
た
。

八
丁
原
地
熱
発
電
所
を
後
に
し
、
昼

食
場
所
の
久
住
高
原
の
ガ
ン
ジ
ー
フ
ァ

ー
ム
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
途
中
、
予

期
せ
ぬ
出
来
事
が
、
起
り
ま
し
た
。
そ

う
で
す
、
雪
で
バ
ス
が
ス
リ
ッ
プ
し
、

あ
と
僅
か
で
、
法
面
に
ぶ
つ
か
り
そ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
参
加
者
一
同
驚
き
の
あ
ま

り
緊
張
が
走
り
、
ガ
ン
ジ
ー
フ
ァ
ー
ム

に
着
く
ま
で
バ
ス
の
中
は
と
て
も
静
か

で
し
た
…
。

ガ
ン
ジ
ー
フ
ァ
ー
ム
は
牧
場
体
験
が

出
来
る
所
で
す
が
、
バ
イ
キ
ン
グ
の
昼

食
を
取
り
、
少
し
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
が
、

大
雪
で
回
り
の
景
色
を
見
る
事
も
出
来

ず
、
高
速
が
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る

と
の
事
で
、
帰
り
は
一
路
、
別
府
市
に

降
り
て
、
国
道
十
号
線
を
通
り
、
苅
田

北
九
州
空
港
か
ら
や
っ
と
高
速
道
に
入

り
、
高
陽
町
に
帰
っ
て
来
た
の
は
、
夜

の
十
時
過
ぎ
と
な
り
ま
し
た
。

年
に
一
・
二
度
し
か
な
い
九
州
で
の

大
雪
で
、
思
い
出
深
い
研
修
旅
行
と
な

り
、
参
加
者
の
皆
様
は
大
変
お
疲
れ
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
懲
り

ず
、
今
後
も
商
工
会
事
業
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記
事
　
事
務
局
　
大
原 

弘
典

工
業
部
報
告
　
　
　
工
業
部
部
長
　
山
本 

靖
則

　
平
成
二
十
五
年
度 

視
察
研
修
旅
行
開
催

　
　
日
　
　
時
：
平
成
二
十
六
年
二
月
五
・
六
日
（
水
・
木
）

　
　
視
察
場
所
：
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所

　
　
　
　
　
　
　
八
丁
原
地
熱
発
電
所

　
　
　
　
　
　
　
ガ
ン
ジ
ー
フ
ァ
ー
ム

参 

加 

者
：
二
十
名

朝
、
予
定
よ
り
約
七
分
遅
れ
て
公
民
館
を
出
発
し
、
道
中

ト
イ
レ
休
憩
を
五
回(

予
定
で
は
四
回)

取
り
、
広
島
Ｉ
Ｃ

よ
り
一
路
、
九
州
の
日
田
市
に
向
か
い
ま
し
た
。

昼
食
場
所
の
寶
屋
に
は
十
二
時
十
五
分
に
到
着
し
、
美
味

し
い
食
事
を
取
っ
て
最
初
の
研
修
場
所
の
「
い
い
ち
こ
日
田

蒸
留
所
」
に
向
か
い
ま
し
た
。

い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
に
お
い
て
は
、
ど
な
た
か
案
内
を

し
て
い
た
だ
け
る

の
か
と
思
っ
て
い

た
が
、
バ
ス
を
止

め
る
と
守
衛
さ
ん

が
、
館
内
は
自
由

に
見
て
く
だ
さ
い

と
の
事
で
、
参
加

者
は
五
階
の
蒸
留

す
る
経
緯
を
パ
ネ

ル
の
案
内
と
発
酵

さ
せ
る
部
屋
や
蒸

留
す
る
部
屋
な
ど

を
見
学
し
、
別
棟

に
あ
る
貯
蔵
庫
を

見
学
し
た
後
、
売

店
で
出
来
立
て
の

焼
酎
を
試
飲
し
た

り
、
蒸
留
所
で
し

か
売
っ
て
な
い
焼
酎
も
あ
り
、
皆
さ
ん

買
物
を
し
て
、
旅
館
に
向
か
い
ま
し
た
。

旅
館
の
夢
龍
胆
（
ユ
メ
リ
ン
ド
ウ
）

に
は
、
予
定
よ
り
少
し
早
目
に
着
い
た

が
、
木
造
作
り
で
、
隣
を
流
れ
る
川
な

ど
、
と
て
も
風
情
の
あ
る
旅
館
で
、
夕

食
ま
で
少
し
時
間
が
あ
る
の
で
参
加
者

の
中
に
は
「
入
湯
手
形
」
で
数
か
所
の

温
泉
に
入
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
た
よ
う

で
、
夕
食
は
と
て
も
美
味
し
い
料
理
を

い
た
だ
き
、
少
し
お
酒
も
入
り
、
皆
様

大
変
有
効
な
情
報
交
換
等
を
さ
れ
て
、

一
夜
で
す
が
温
泉
を
満
喫
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
雪
が
降
り
ま
し
た
が
、

「
八
丁
原
地
熱
発
電
所
」
に
向
か
い
、

道
中
、
雪
が
ど
ん
ど
ん
積
も
っ
て
、
目

的
地
に
着
い
た
時
に
は
吹
雪
状
態
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

八
丁
原
地
熱
発
電
所
で
は
、
係
の
方

に
液
晶
モ
ニ
タ
ー
や
模
型
で
地
熱
発
電

の
説
明
を
受
け
た
後
、
タ
ー
ビ
ン
や
発

電
機
を
見
学
し
ま
し
た
。

八
丁
原
地
熱
発
電
所
は
、
日
本
で
は

最
大
級
の
規
模
を
誇
り
、
一
号
機
・
二

号
機
併
せ
て
十
一
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
電

気
を
発
電
で
き
、
年
間
八
億
七
千
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
電
力
量
で
、
ほ
ぼ

二
十
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
石
油
が
節
約

で
き
、
約
三
十
本
の
蒸
気
を
取
出
し
す

る
井
戸(

蒸
気
井)

の
深
さ
は
最
深
で

三
千
メ
ー
ト
ル
あ
る
と
の
事
。

構
造
と
し
て
は
、
地
下
に
あ
る
水
蒸
気
を
取
出
し
て
、
タ

ー
ビ
ン
を
回
し
て
電
気
を
発
電
し
、
冷
え
て
水
に
な
っ
た
も

の
は
、
再
度
地
下
に
戻
す
仕
組
み
で
す
。
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女
性
部
報
告	

　
　
女
性
部
部
長
　
大
瀬
戸 

紫
苑
子

　
第
六
回
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催

「
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
く
! !
彼

氏
・
彼
女
を
見
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス

は
今
で
し
ょ
。」
と
カ
ッ
プ
ル
誕

生
、
交
際
ス
タ
ー
ト
を
願
い
、
去

る
十
一
月
二
十
四
日
〔
日
〕
高
陽

町
商
工
会
館
に
て
開
催
し
た
第
六

回
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
、
今
回
は
申

し
込
み
多
数
だ
っ
た
前
回
の
キ
ャ

ン
セ
ル
待
ち
の
皆
さ
ん
の
み
の
参

加
〔
男
女
各
十
七
名
〕
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
会
を
重
ね
る
毎
、

広
報
活
動
が
功
を
奏
し
参
加
申
し
込
み
の
方
が
増
加
し
つ
つ

あ
り
、
地
域
活
性
活
動
が
実
を
結
ぶ
一
因
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
、女
性
部
と
し
て
は
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
ア
ピ
ー
ル
の
自
己
紹
介

で
始
ま
り
、
ミ
ニ
ト
ー
ク
、
司
会
者
や
女
性
部
の
方
々
が
背

中
を
押
し
て
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
。
そ
の
後
各
自
希
望
者
を
書

い
て
、
事
務
局
が
集
計
、
六
組
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
。
ま
た
イ

ベ
ン
ト
中
二
人
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
婚
活
で
の
お
相
手

の
見
つ
け
方
や
付
き
合
い
方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
、
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
を
す
る
こ
と
で
女
性
部
婚
活
イ
ベ
ン
ト
が
イ
ベ
ン

ト
で
は
な
く
成
婚
を
目
標
と
し
て
の
活
動
と
な
っ
て
い
ま

す
。女

性
部
で
は
こ
の
カ
ッ
プ
ル
の
皆
さ
ん
又
参
加
者
の
皆
さ

ん
が
ど
ん
な
形
で
あ
れ
、
こ
の
婚
活
を
機
に
結
婚
へ
と
ゴ
ー

ル
イ
ン
し
て
欲
し
い
と
願
い
様
々
な
形
で
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
ま
す
。

今
の
進
捗
状
況
は
六
回
開
催
で
女
性
部
の
認
識
で
は
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
で
二
組
成
婚
・
九
組
お
引
き
合
わ
せ
・
交
際

中
と
な
っ
て
お
り
ま
す

　
　
記
事
　
女
性
部
部
長
　
大
瀬
戸 

紫
苑
子

  

女
性
部
忘
年
会
開
催

高
陽
町
商
工
会
女
性
部

で
は
、
十
二
月
五
日
（
木
）

商
工
会
館
に
て
、
女
性
部

四
十
一
名
の
参
加
で
忘
年
会

を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て
お

顔
を
見
る
人
が
三
、四
名
い
ら

っ
し
ゃ
り
、
と
て
も
和
や
か

な
雰
囲
気
で
し
た
。
今
年
の

行
事
も
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
、
多
数
の
部
員
に
参
加
頂

き
、
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
大
瀬
戸
部

長
の
人
柄
の
良
さ
で
、
大
瀬

戸
マ
ジ
ッ
ク
に
か
か
っ
た
ら
、

い
つ
の
間
に
か
Ｏ
Ｋ
を
し
て
い
ま
す
。

「
楽
し
く
な
い
と
商
工
会
女
性
部
じ
ゃ
な
い
」
を
、
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
会
員
同
志
仲
良
く
今
後
も
や
っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　

　
記
事
　
女
性
部
副
部
長
　
赤
﨑 

久
美
子

　
平
成
二
十
五
年
度
　
一
泊
研
修
旅
行
開
催

高
陽
町
商
工
会
女
性
部
で

は
、
一
月
二
十
六
日
（
日
）
～

二
十
七
日
（
月
）、
一
泊
二
日

の
研
修
旅
行
を
実
施
。
総
勢

三
十
一
名
に
て
熊
本
県
黒
川
温

泉
に
行
き
ま
し
た
。

初
日
は
、
大
分
県
日
田
市
三

和
酒
類
日
田
蒸
留
所
の
見
学
の

後
黒
川
温
泉
ホ
テ
ル
優
彩
へ
到

着
、
新
し
く
入
部
さ
れ
た
方
も

参
加
さ
れ
て
、
笑
顔
満
載
の
旅

に
な
り
ま
し
た
。

日
頃
の
忙
し
さ
を
忘
れ
て
、「
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
た
り
」

お
湯
め
ぐ
り
を
楽
し
み
、
二
日
目
は
、
鳥
栖
の
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
も
女
性
に
は
楽
し
く
て
あ
っ
と
い
う
間
の
二
日
間
で
し

た
。皆

さ
ん
つ
る
つ
る
で
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
次
は
ど
こ
に
し
ま
し
ょ
う
か
？
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て

く
だ
さ
い
。

記
事
　
女
性
部
副
部
長
　
平
田 

ミ
チ
エ

青
年
部
報
告
　
　
　	

青
年
部
部
長
　
松
下
　
仁

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

十
二
月
八
日

（日）
青
年
部
主
催
の
商

工
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
商
工
会
員

三
十
九
人
の
参
加
で
、
安
佐
町
筒
瀬

の
広
島
安
佐
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

天
候
も
よ
く
、
の
び
の
び
と
プ
レ

イ
で
き
ま
し
た
。
普
段
接
す
る
機
会

の
少
な
い
方
と
も
同
組
で
ラ
ウ
ン
ド

で
き
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

優
勝
は
、
水
口
一
臣
様
。
グ
ロ
ス

九
十
八
ネ
ッ
ト
六
十
九
、二
の
好
ス
コ

ア
で
し
た
。

不
慣
れ
な
運
営
で
、
不
手
際
も
多

か
っ
た
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
準
備
段
階
か
ら
多
く
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
当
日
の
進
行
の
手
助
け
を
頂
き
ま
し
た
大
前
様

に
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

今
後
も
青
年
部
、
商
工
会
員
相
互
の
親
睦
行
事
を
企
画
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
記
事
　
青
年
部
副
部
長
　
葉
畑 

伸
一
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フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
講
習
会

一
月
二
十
三
日
（
木
）
商

工
会
館
の
二
階
ホ
ー
ル
に

て
、
今
回
初
め
て
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
総
勢
十
六
名
で

始
ま
っ
た
講
習
会
は
ま
ず
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
登
録
す
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
自
分
も
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
は
初
め
て
で
し
た
が
、
講

師
の
竹
内
先
生
の
丁
寧
な
説

明
と
み
ん
な
で
理
解
で
き
て

い
る
か
確
認
し
な
が
ら
の
ゆ

っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
進

ん
で
い
き
ま
し
た
。
今
回
は

登
録
す
る
と
こ
ろ
ま
で
が
メ

イ
ン
で
し
た
が
自
分
も
含
め

て
初
め
て
の
方
に
と
っ
て
は

ち
ょ
う
ど
い
い
ペ
ー
ス
だ
っ

た
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

今
度
は
実
際
に
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
を
使
っ
て
仕
事
に
も

活
か
し
て
い
け
る
よ
う
な
講

習
会
に
出
来
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

記
事
　
青
年
部
部
員
　
　
小
原
　
俊
之

　
青
年
部
視
察
旅
行

一
月
二
十
五
日
（
土
）
～
二
十
六
日
（
日
）
青
年
部
十
名

で
大
阪
方
面
に
視
察
旅
行
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
最
初
に
千

里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
視
察
し
、
昼
食
後
、『
な
ん
ば
グ
ラ
ン

ド
花
月
』
に
行
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
満
席
で
一
番
後
ろ
の
席

で
、
人
気
の
程
が
う
か
が

え
ま
し
た
。
翌
日
『
イ
ン

ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
発
明

記
念
館
』
へ
朝
一
番
で
行

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
長

蛇
の
列
で
、
親
子
連
れ
で

一
杯
で
し
た
。
あ
ま
り
の

人
で
マ
イ
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド

ル
を
作
る
体
験
は
出
来
ず

残
念
で
し
た
。
イ
ン
ス
タ

ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
歴
史
を

学
び
、
震
災
時
に
日
清
が

ラ
ー
メ
ン
を
提
供
し
た
事

を
知
り
ま
し
た
。
普
段
な

か
な
か
参
加
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
回
は
日
程
調
整
を
し
参
加

す
る
事
が
出
来
、
少
人
数
で
の
参
加
で
今
ま
で
話
を
し
た
事

が
な
い
メ
ン
バ
ー
と
も
話
が
で
き
、
と
て
も
良
い
視
察
旅
行

と
な
り
ま
し
た
。

　
記
事
　
青
年
部
厚
生
副
委
員
長
　
矢
舗 

遊
也

　
青
年
部
全
国
大
会

二
月
四
日
～
二
月
五
日
第

十
五
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大

会
埼
玉
大
会
が
さ
い
た
ま
ス
ー

パ
ー
ア
リ
ー
ナ
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

高
陽
町
青
年
部
か
ら
は
私
と

水
口
監
事
の
二
名
で
参
加
。
当

日
は
全
国
か
ら
約
五
千
名
の
青

年
部
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。
主

張
発
表
で
は
六
名
の
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
者
が
持
ち
時
間
十
分
で
「
青

年
部
活
動
に
参
加
し
て
」、「
青

年
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち

づ
く
り
」
の
テ
ー

マ
で
発
表
し
ま
し

た
。
さ
す
が
各
ブ

ロ
ッ
ク
を
勝
ち
進

ん
だ
方
と
あ
っ
て

話
を
聞
い
て
い
る

と
感
心
さ
せ
ら
れ

る
も
の
ば
か
り
で

し
た
。
ま
た
、
当

日
青
年
部
部
員
増

強
運
動
表
彰
式
も

あ
り
高
陽
町
商
工

会
青
年
部
が
昨
年

の
部
員
増
強
で
全

国
第
二
位
と
な

り
、
五
千
名
の
前
で
『
高
陽
町
商
工
会
青
年
部
』
の
名
前
が

ス
ク
リ
ー
ン
に
出
た
こ
と
が
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
ご
協
力
い
た
だ
い

た
こ
と
を
感
謝
致
し
ま
す
。

来
年
度
の
全
国
大
会
は
新
潟
県
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

来
年
度
は
私
も
部
長
と
し
て
最
後
の
一
年
で
す
。
新
潟
で
も

何
か
で
表
彰
さ
れ
る
よ
う
に
青
年
部
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す

　
記
事
　
青
年
部
部
長
　
松
下 

　
仁

　
第
五
十
三
回
商
工
会
全
国
大
会
開
催

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
（
木
）
東
京
渋
谷
区
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

多
数
の
来
賓
を
迎
え
た
本
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
約
三
千

人
（
当
商
工
会
か
ら
は
大
下
会
長
、
木
戸
副
会
長
、
高
地
副

会
長
の
三
名
参
加
）
の
商
工
会
関
係
者
が
出
席
。
石
澤
全
国

連
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
安
倍
総
理
大
臣
、
茂
木
経
済
産
業

事
務
局
報
告
　	

　
事
務
局
長
　
堂
脇 

成
人
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大
臣
か
ら
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
意
見
表
明
で
は
、
伊
東
全

国
連
副
会
長
が
「
小
規
模
企
業
基
本
法
の
早
期
制
定
」
を
訴

え
、①

「
小
規
模
企
業
基
本
法
の
早
期
制
定
」

②
「
地
域
や
小
規
模
企
業
に
対
す
る
支
援
策
の
抜
本
的
拡

充
」

③
「
中
小
・
小
規
模
企
業
の
た
め
の
税
制
・
社
会
保
障
施

策
の
実
施
」

④
「
東
日
本
大
震
災
被
災
地
・
原
発
事
故
・
電
力
の
安
定

供
給
に
対
す
る
万
全
の
対
策
」

⑤「
地
域
に
根
差
す
商
工
会
の
支
援
機
能
の
更
な
る
強
化
」

の
五
項
目
が
大
会
決
議
と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
「
事
業
推

進
優
良
商
工

会
」
等
の
表

彰
が
実
施
さ

れ
、
広
島
県

か
ら
我
ら
が

高
陽
町
商
工

会
が
「
商
工

貯
蓄
共
済
純

増
口
数
」
と

「
会
員
増
強
部

門
特
別
表
彰
」

の
二
部
門
で

表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
続
い

て
公
明
党
の

山
口
代
表
、

民
主
党
の
増
子
副
代
表
、
自
民
党
の
石
破
幹
事
長
の
挨
拶
の

後
、
大
会
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

記
事
　
事
務
局
長
　
堂
脇 

成
人

 

小
規
模
企
業
基
本
法
制
定
を
求
め
る
署
名
活
動
お
礼

「
小
規
模
企
業
基
本
法
の
早
期
制
定
を
求
め
る
署
名
活
動
」

が
平
成
二
十
五
年
十
一
月
～
十
二
月
に
か
け
て
、
全
国
商
工

会
組
織
を
挙
げ
て
一
〇
〇
万
人
目
標
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
与
党
を
は
じ
め
各
政
党
に
対
し
て
、「
小
規
模
企
業

振
興
施
策
の
抜
本
的
拡
充
」
を
要
望
す
る
目
的
で
実
施
、
具

体
的
内
容
は
、
①
「
経
営
支
援
・
販
路
開
拓
・
事
業
承
継
等

予
算
の
大
幅
拡
充
」
②
「
法
人
税
の
小
規
模
企
業
特
例
措
置

創
設
等
の
税
負
担
の
大
幅
軽
減
」
③
「
経
営
改
善
・
新
事
業

開
発
等
を
促
進
す
る
た
め
の
政
策
金
融
の
抜
本
改
革
」④「
従

業
員
の
雇
用
に
伴
う
事
業
者
負
担
の
軽
減
な
ど
」
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
今
回
の
署
名
活
動
に
お
い
て
会
員
皆
様
の
ご
協

力
の
下
、
高
陽
町
商
工
会
の
目
標
一
二
五
〇
人
に
対
し
て

三
〇
四
二
人
（
達
成
率
二
四
三
％
）
の
署
名
を
頂
き
ま
し
て

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

記
事
　
事
務
局
長
　
堂
脇
　
成
人

 
平
成
二
十
五
年
度
第
二
回
個
別
法
律
相
談
会
開
催

高
陽
町
商
工
会
で
は
、
昨
年
十
一
月
二
十
八
日
（
木
）、

高
陽
町
商
工
会
館
に
お
い
て
、
今
年
度
第
二
回
個
別
法
律
相

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
本
会
顧
問
弁
護
士
の
秦
清
弁
護
士
を
招
聘
し
、

事
前
に
申
込
み
頂
い
た
七
事
業
所
の
経
営
者
等
の
皆
さ
ん

が
、
そ
れ
ぞ
れ
四
十
五
分
の
時
間
で
、
著
作
権
・
相
続
・
金

融
等
そ
れ
ぞ
れ
抱
え
て
い
る
問
題
を
相
談
さ
れ
ま
し
た
。
通

常
弁
護
士
へ
の
相
談
料
は
、
三
十
分
、
五
千
円
程
度
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
年
二
回
の
個
別
法
律
相
談
会
は
、
会
員
の
皆

様
へ
の
経
営
支
援
の
一
環
と
し
て
無
料
で
ご
相
談
い
た
だ
け

ま
す
。
次
年
度
も
、
七
月
と
十
一
月
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
是
非
と
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
記
事
　
事
務
局
　
山
﨑 
祐
輔

 

平
成
二
十
五
年
度 

安
佐
地
区
商
工
会

  

　
　
　
　
　
美
容
業
共
同
講
習
会
を
開
催

日　
　

時
…
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
日
（
月
）

場　
　

所
…
可
部
公
民
館
（
安
佐
北
区
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

参 

加 

者
…
三
十
三
名
（
総
数
）

主　
　

幹
…
祇
園
町
商
工
会

今
年
度
も
、

安
佐
地
区
商
工

会
の
美
容
業
共

同
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
講
習

会
は
、
安
佐
地

区
五
商
工
会
と

美
容
業
組
合
が

毎
年
共
同
で
開

催
す
る
も
の
で

す
。今

年
は
、
ロ

マ
ン
美
知
子
の

先
生
に
講
師
を

お
願
い
し
、
成

人
式
に
向
け

て
、
簡
単
ひ
だ

お
り
で
、
見
栄
え
の
良
い
帯
結
び
と
着
付
け
及
び
ボ
デ
ィ
補

正
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
さ
ん
を
使
っ
て
実
践
的

な
実
技
講
習
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
と
て
も
熱
心
に
受
講
さ
れ
て
お

り
、
説
明
に
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

記
事
　
事
務
局
　
大
原 

弘
典
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こ
の
度
、
三
月
末
日

に
て
定
年
と
な
り
退

任
致
し
ま
す
。
在
籍
四

年
間
は
、
役
職
員
及
び

会
員
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
ご
指
導
を

賜
り
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
変
充
実
し
た
中
身
の
濃
い
経
験
を
さ
せ

て
頂
き
、
ア
ッ
！

と
云
う
間
に
過
ぎ
た

感
じ
で
す
。

初
年
度
は
、
皆
様
の
お
陰
様
を
持
ち
ま

し
て
「
貯
蓄
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
て

日
本
一
を
経
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
二

年
目
は
「
高
陽
町
商
工
会
設
立
五
十
周
年

記
念
式
典
」
の
輝
か
し
い
節
目
に
在
籍
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
三
年
目
は
「
会
員
増

強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
一
二
七
会
員
、
年
間
で
一
五
六
会
員

の
新
規
加
入
を
頂
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

役
職
員
、
会
員
さ
ん
一
丸
と
な
っ
た
取
組

の
結
果
の
賜
物
で
あ
り
、
定
年
後
は
皆
様

か
ら
賜
り
ま
し
た
「
大
変
貴
重
な
経
験
と

思
い
出
」
を
人
生
の
宝
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。高

陽
町
商
工
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈

念
致
し
ま
し
て
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

退
任
の
ご
挨
拶

事
務
局
長
　
堂
脇
　
成
人

第 80 号（6）

事　業　所　名 地区名 代 表 者 業　　　　　種

陽岡喜久美 高 南 ジャザサイズインストラクター

渡辺塗装 深 川 渡辺 信二 建築塗装
( 特非 ) 共育ファシリテーション
　　  プロローグ

落 合 保田　隆 フリースクール運営

ベジスタイル㈱ 井 原 三宅 由美 卸売業（野菜）

大瀬戸スミヨ 口 田 不動産賃貸

西野ミチ子 口 田 不動産賃貸

小川文子 地区外 冠婚葬祭

山田木型 倉 掛 山田良嗣 木型製造業

トウワテクニカ 落合東 大東和建之 機械設計

山邉　淳 落合東 露天商

室野美知子 口 田 美容業

中華そば　遊山 狩留家 津田幹久 飲食

村中幸子 地区外 不動産業

事　業　所　名 地区名 代 表 者 業　　　　　種

ビューティーサロン　るるぶ 倉 掛 林 美知枝 美容業

安田設備 地区外 安田 友和 空調設備

桃花庵 井 原 桃山 かおり 飲食
モーモーアートＤＥＣＯ
クレイクラフトアカデミー

高 南 小田 みや子 手芸教室

ジーオーファクトリー 三 田 岡﨑 　信 二輪自動車小売業

おーがにっくぱーす藍 深 川 小笹 和子 デザイン業

なごみぷらす 深 川 三木 　彩 サービス業（エステ他）

アンジェリカ 落 合 宮本 美枝 スタンド

赤尾通商 口田東 赤尾 一美 運送業

川合工務店 真 亀 川合 修三 木造住宅リフォーム工事

ノア 落合東 大西 真人 フィルム施工

堀田　寛 口田東 不動産管理・工事管理

新入会員紹介　（入会期間　２５年１１月２８日～２６年２月２８日）
ご入会あり

がとうございます。おかげ様で新しい仲間が増えました !!

　
他
商
工
会
よ
り
先
進
地
研
修
に
て
来
会

平
成
二
十
五
年
十
二

月
九
日
（
月
）
広
島
県
黒

瀬
商
工
会
の
役
員
研
修

会
と
し
て
、
十
六
名
が

当
商
工
会
へ
来
会
。
又
、

平
成
二
十
六
年
二
月
七

日
（
金
）
に
は
、
愛
媛

県
西
予
市
商
工
会
の
組

織
強
化
委
員
会
及
び
総

務
委
員
会
合
同
研
修
会

と
し
て
、
十
三
名
に
て

来
会
さ
れ
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
、
平
成
二
十
四

年
度
の
当
商
工
会
で
の

会
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
成
功
事
例
の
研
修
が
主
目
的
で
来
会
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
両
商
工
会
の
会
長
挨
拶
に
続
き
、
出
席
者
自
己
紹
介
後
、

① 

大
下
会
長
よ
り
「
平
成
二
十
四
年
度
高
陽
町
商
工
会

会
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
成
功
事
例
発
表
」

② 

大
瀬
戸
女
性
部
長
よ
り
「
平
成
二
十
二
年
度
商
工
貯

蓄
共
済
に
て
当
商
工
会
が
日
本
一
達
成
の
成
功
事
例

発
表
」

③ 

松
下
青
年
部
長
よ
り
「
平
成
二
十
五
年
度
青
年
部
員

増
強
成
功
事
例
発
表
」

④ 

木
戸
副
会
長
、
高
地
副
会
長
、
大
前
総
務
委
員
長
の

三
名
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
で
の
「
成
功
の
秘
訣

と
心
構
え
」

に
つ
い
て
発
表
し
て
頂
き
ま
し
た
。
質
疑
応
答
時
間
を
含

め
二
時
間
に
亘
る
研
修
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

記
事
　
事
務
局
長
　
堂
脇
　
成
人


